
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 音読をした日数 音読の達人 おうちの人から 
先
生
か
ら 

音読が終わったら、   の中に日づけを書きましょう。 

 

例： 

一度もつかえ

ずスラスラ読

めた。 

すごくがんばった ◎ 
 

ページ 作 品 名 
がんばったね   ○ 

まだまだできるよ △ 

1 
（上）
16～ 

どきん           印 

2 21～ 春風をたどって           印 

3 53～ 文様           印 

4 56～ こまを楽しむ           印 

5 71～ まいごのかぎ           印 

6 91～ 俳句
は い く

を楽しもう           印 

7 111～ 鳥になったきょうりゅうの話           印 

8 118～ わたしと小鳥とすずと           印 

9 120～ 夕日がせなかをおしてくる           印 

10 
（下） 
13～ 

ちいちゃんのかげおくり           印 

11 43～ すがたをかえる大豆           印 

12 62～ 短歌を楽しもう           印 

13 65～ 三年とうげ           印 

14 86 冬のくらし           印 

15 88 詩のくふうを楽しもう           印 

16 89 あした ／ たいこ           印 

17 97～ ありの行列           印 

18 121～ モチモチの木           印 

19 144～ メロディー大すきな わたしのピアノ            印 

20 152～ 知ると楽しい「故
こ

事成
せい

語」           印 
               

 

【音読をするときの約束】 

１ 声の大きさや速さに注意して読みましょう。 

２ はっきりした発音で読みましょう。 

３ 言葉のひびきやリズム、間の取り方に注意して読みましょう。 

４ 物語文は、登場人物の行動や気持ちなどが分かるように読みましょう。 

５ 学校で作品の勉強が終わったら、「おうちの人」と「先生」にがんばりをチェックしてもらいましょう。 
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